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輸
送
機
関
別
貨
物
輸
送
量
の
推
移

貨
物
輸
送
需
要
は
、
経
済
活
動
か
ら
派
生

し
て
生
じ
る
。
こ
の
た
め
、
貨
物
輸
送
市
場

は
経
済
成
長
や
産
業
構
造
、
流
通
体
制
の
変

化
等
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
さ
れ
る
。
さ
ら

に
国
内
貨
物
輸
送
で
用
い
ら
れ
る
鉄
道
、
ト

ラ
ッ
ク
、
内
航
海
運
等
の
輸
送
機
関
は
、
技

術
進
歩
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
と
も
に
発
展

し
、
輸
送
機
関
間
の
競
合
領
域
が
拡
大
し
て

い
る
。
最
初
に
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
近

年
の
経
済
動
向
や
輸
送
機
関
の
発
展
等
と
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
輸
送
機
関
別
に
貨
物

輸
送
量
の
推
移
を
み
て
お
き
た
い
（
図
１
）。

戦
後
復
興
期
を
振
り
返
る
と
、
戦
時
徴
用

さ
れ
大
き
な
被
害
を
受
け
た
ト
ラ
ッ
ク
や
船

舶
と
比
較
し
被
害
が
小
さ
か
っ
た
鉄
道
は
、

復
興
を
担
う
重
要
な
輸
送
機
関
と
し
て
活
躍

し
た
。
高
度
成
長
期
に
入
る
と
貨
物
輸
送
需

要
は
急
増
し
、
鉄
道
貨
物
輸
送
量
は
増
大
し

て
い
く
。
し
か
し
、
道
路
網
の
整
備
や
ト

ラ
ッ
ク
の
性
能
向
上
と
と
も
に
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
が
急
成
長
し
、
貨
物
分
野
で
も
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
ん
だ
。
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の

成
長
率
は
鉄
道
を
大
き
く
上
回
り
、
１
９
６

６
年
度
に
は
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
量
が
鉄
道
輸
送

量
を
上
回
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
鉄
道
貨
物
輸

送
は
伸
び
悩
み
、
１
９
７
０
年
度
を
ピ
ー
ク

に
長
期
減
少
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。

石
油
危
機
を
経
て
安
定
成
長
期
に
移
行
す

る
と
、
日
本
の
産
業
構
造
は
重
厚
長
大
型
か

ら
軽
薄
短
小
型
に
転
換
が
進
ん
だ
。
加
工
組

み
立
て
型
産
業
の
製
品
や
部
品
、
日
用
雑
貨

品
等
、
ト
ラ
ッ
ク
に
適
合
し
た
貨
物
輸
送
需

要
が
増
加
し
、
高
速
道
路
や
幹
線
道
路
の
整

備
と
と
も
に
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
は
全
国
に
輸

送
網
を
拡
大
し
、
長
距
離
輸
送
で
も
主
役
を

担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
荷
主
企
業
は
、
在
庫

削
減
の
た
め
多
頻
度
小
口
物
流
方
式
を
導
入

す
る
よ
う
に
な
り
、
迅
速
で
柔
軟
な
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
た
。

一
方
、
鉄
道
貨
物
に
合
致
し
た
産
業
基
礎

物
資
の
輸
送
需
要
は
減
少
傾
向
に
転
じ
た
。

な
か
で
も
鉄
道
の
最
大
輸
送
品
目
で
あ
っ
た

石
炭
は
、
石
油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
と
と

も
に
急
減
す
る
。
国
鉄
は
貨
物
駅
や
貨
物
列

車
を
削
減
し
、
操
車
場
で
貨
車
を
仕
分
け
る

継
送
方
式
を
廃
止
す
る
な
ど
合
理
化
を
進
め

た
も
の
の
、
毎
年
膨
大
な
損
失
を
計
上
し
続

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

１
９
８
７
年
の
国
鉄
分
割
民
営
化
に
よ

り
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
（
日
本
貨
物
鉄
道
）
は
旅
客

鉄
道
か
ら
線
路
を
借
り
て
貨
物
列
車
を
運
行

■図1 輸送機関別国内貨物輸送量の推移

注 ：トラック輸送量については2010年度以降調査方法が変更されたため、それ以前の数値と連続しない。
資料 ：国土交通省『陸運統計要覧』、『交通関連統計資料集』

（10億トンキロ）
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鉄道貨物輸送の衰退には、複雑な要因が絡み合っており、隘路も多い。
地球規模での環境問題への対応や深刻な長距離運転者不足から、

「貨物鉄道へのモーダルシフト」が叫ばれて久しいが、
さまざまな問題点を解きほぐした上で、
鉄道による物流ネットワークをどう再構築していくのか。
わが国の交通・物流政策の動向を踏まえ、展望する。
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す
る
第
２
種
鉄
道
事
業
者
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ

貨
物
は
採
算
性
を
重
視
し
、
コ
ン
テ
ナ
輸
送

に
集
中
し
、
貨
車
を
１
車
単
位
で
貸
し
切
る

「
車し

ゃ
あ
つ
か扱

い
」
で
は
石
油
、
セ
メ
ン
ト
、
石
灰

石
等
の
物
資
別
専
用
列
車
に
特
化
し
た
。
Ｊ

Ｒ
貨
物
発
足
後
は
、
バ
ブ
ル
期
の
輸
送
需
要

増
加
も
あ
り
初
年
度
か
ら
黒
字
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
輸
送
需
要
減
や

台
風
、
地
震
等
に
よ
る
度
重
な
る
輸
送
障
害

の
影
響
に
よ
っ
て
赤
字
経
営
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
き
た
。
最
近
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者

不
足
の
追
い
風
も
あ
り
経
営
が
安
定
化
し
、

２
０
１
６
年
度
か
ら
２
年
連
続
で
鉄
道
事
業

が
黒
字
に
な
っ
た
が
、
２
０
１
８
年
度
に
は

西
日
本
豪
雨
に
よ
り
山
陽
線
が
長
期
不
通
と

な
り
、
２
０
１
９
年
度
も
台
風
や
豪
雨
に
よ

る
輸
送
障
害
が
続
く
な
ど
、
災
害
に
対
す
る

脆ぜ
い
じ
ゃ
く弱
性
が
改
め
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。一

方
、
１
９
９
０
年
、
物
流
２
法
に
よ
る

規
制
緩
和
以
降
、
物
流
事
業
者
の
参
入
が
急

増
し
、
特
に
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
事
業
者
は
激
し

い
運
賃
競
争
を
繰
り
広
げ
た
。
さ
ら
に
荷
主

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
総
合
的
な
物
流

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
総
合
物
流
事
業
者
が

競
争
力
を
増
し
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
総
合
物

流
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
な
構
成
要
素
と
な
っ

た
。
こ
う
し
て
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
、
量
的
に

も
質
的
に
も
物
流
の
主
役
と
し
て
の
地
位
を

確
固
た
る
も
の
と
し
た
。

最
近
で
は
、
国
内
輸
送
に
占
め
る
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
の
シ
ェ
ア
は
半
分
近
く
ま
で
増
加

し
、
鉄
道
は
５
％
程
度
に
留と

ど

ま
っ
て
い
る

（
ト
ン
キ
ロ
ベ
ー
ス
）。
鉄
道
の
優
位
性
が
発

揮
で
き
る
長
距
離
（
１
０
０
０
㎞
以
上
）
で

も
６
・
１
％
で
あ
り
、
自
動
車
の
18
・
１
％

を
下
回
っ
て
い
る
（
２
０
１
６
年
度
、
こ
の

他
に
内
航
海
運
75
・
８
％
）。

民
鉄
に
よ
る
貨
物
輸
送
の
状
況

日
本
に
お
け
る
鉄
道
貨
物
輸
送
は
、
国
鉄

と
そ
れ
を
継
承
す
る
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
全
国
的
な

幹
線
輸
送
を
担
い
、
全
国
各
地
の
民
営
鉄
道

（
民
鉄
）
は
そ
の
地
域
の
輸
送
需
要
を
満
た

し
て
き
た
。
民
鉄
は
鉄
道
延
長
距
離
が
短
い

た
め
ト
ン
キ
ロ
ベ
ー
ス
の
輸
送
量
は
ご
く
限

ら
れ
て
い
る
。
ト
ン
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、
各

地
に
臨
海
鉄
道
が
設
立
さ
れ
た
高
度
成
長
期

に
増
加
し
、
１
９
７
１
年
度
に
は
ピ
ー
ク
と

な
る
５
８
０
０
万
ト
ン
を
記
録
し
た
。

民
鉄
の
貨
物
輸
送
量
は
、
そ
の
後
、
長
期

に
わ
た
り
減
少
傾
向
が
続
き
、
２
０
１
６
年

度
に
は
１
３
２
２
万
ト
ン
に
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ

貨
物
の
輸
送
量
３
０
７
１
万
ト
ン
と
比
較

し
、
43
％
程
度
の
輸
送
量
で
あ
る
。
ま
た
民

鉄
の
コ
ン
テ
ナ
輸
送
量
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
12
％

程
度
し
か
な
い
が
、
車
扱
い
輸
送
量
で
は
民

鉄
が
上
回
っ
て
い
る
（
表
1
）。

臨
海
鉄
道
は
、
全
国
で
臨
海
工
業
地
帯
に

鉄
道
を
整
備
す
る
た
め
、
国
鉄
、
地
方
自
治

体
、
企
業
が
共
同
出
資
し
て
設
立
さ
れ
た
。

１
９
６
３
年
に
京
葉
臨
海
鉄
道
が
開
業
し
て

以
来
、
合
計
13
社
が
設
立
さ
れ
た
が
、
現
在

は
10
社
に
減
っ
て
い
る
。
扱
い
別
に
み
る

と
、
臨
海
鉄
道
は
車
扱
い
４
２
２
万
ト
ン
に

対
し
、
コ
ン
テ
ナ
を
２
７
１
万
ト
ン
輸
送
し

て
い
る
。
臨
海
鉄
道
は
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
全
国

コ
ン
テ
ナ
路
線
と
接
続
し
、
臨
海
工
業
地
帯

で
重
要
な
コ
ン
テ
ナ
支
線
と
し
て
も
役
立
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

会
社
別
に
み
る
と
、
大
規
模
工
業
地
帯
に

あ
る
京
葉
、
神
奈
川
、
名
古
屋
各
臨
海
鉄
道

の
輸
送
量
が
１
０
０
万
ト
ン
を
超
え
て
い

る
。
い
ず
れ
も
工
業
地
域
に
発
着
す
る
バ
ル

ク
貨
物
の
車
扱
い
輸
送
が
多
く
を
占
め
て
お

り
、
京
葉
臨
海
鉄
道
で
は
輸
送
量
の
約
77
％

を
石
油
製
品
、
神
奈
川
臨
海
鉄
道
で
も
約

70
％
を
石
油
製
品
、
名
古
屋
臨
海
鉄
道
で
は

約
59
％
を
石
灰
石
が
占
め
て
い
る
。
そ
の
他

の
臨
海
鉄
道
に
つ
い
て
み
て
も
、
仙
台
臨
海

鉄
道
で
は
石
油
製
品
、
福
島
臨
海
鉄
道
で
は

金
属
鉱
、
衣
浦
臨
海
鉄

道
で
は
化
学
工
業
品
と

鉱
産
品
が
大
部
分
を
占

め
て
い
る
。
ま
た
、
水

島
臨
海
鉄
道
、
八
戸
臨

海
鉄
道
、
秋
田
臨
海
鉄

道
、
鹿
島
臨
海
鉄
道
で

は
、
車
扱
い
は
な
く
コ

ン
テ
ナ
の
み
を
輸
送
し

て
い
る
。
鹿
島
臨
海
鉄

道
と
水
島
臨
海
鉄
道
で

は
、
旅
客
輸
送
を
行
っ

て
い
る
。

臨
海
鉄
道
以
外
の
民

鉄
で
は
、
８
社
が
貨
物

を
輸
送
し
て
お
り
、
８

社
合
計
輸
送
量
は
臨
海

鉄
道
合
計
に
や
や
及
ば

な
い
程
度
で
あ
る
。
扱

い
別
に
み
る
と
、
コ
ン

テ
ナ
は
な
く
車
扱
い
の
み
で
あ
る
。
輸
送
量

の
多
い
会
社
順
に
輸
送
品
目
を
み
る
と
、
岩

手
開
発
鉄
道
は
石
灰
石
専
門
、
秩
父
鉄
道
は

ほ
と
ん
ど
が
石
灰
石
、
三
岐
鉄
道
も
大
部

分
が
石
灰
石
、
西
濃
鉄
道
も
石
灰
石
専
門
、

太
平
洋
石
炭
販
売
輸
送※

は
石
炭
専
門
で
あ

る
。
な
お
貨
物
を
輸
送
し
て
い
る
民
鉄
の
う

ち
、
旅
客
を
輸
送
し
て
い
な
い
の
は
岩
手
開

発
鉄
道
、
西
濃
鉄
道
、
太
平
洋
石
炭
販
売
輸

送
で
、
他
の
５
社
は
旅
客
輸
送
を
行
っ
て
い

る
。忘

れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
貨
物
を
輸
送
し

て
い
な
く
て
も
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
全
国
輸
送
網
の
一

部
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
民

■表 1 民鉄による貨物輸送状況（2016年度）

八戸臨海鉄道 330,825 0   330,825 0
仙台臨海鉄道 130,177 552,644 石油製品 492,608 682,821 0
福島臨海鉄道 76,893 193,850 金属鉱 175,370 270,743 0
秋田臨海鉄道 128,600 0   128,600 0
鹿島臨海鉄道 280,737 0   280,737 2,185
京葉臨海鉄道 544,259 1,430,875 石油製品 1,297,861 1,975,134 0
神奈川臨海鉄道 276,507 1,006,000 石油製品 897,564 1,282,507 0
名古屋臨海鉄道 504,846 735,592 石炭石 731,440 1,240,438 0
衣浦臨海鉄道 64,527 301,168 化学工業品 150,080 365,695 0
水島臨海鉄道 373,444 0   373,444 1,759
臨海鉄道合計 2,710,815 4,220,129 石油製品 2,688,033 6,930,944 3,944
太平洋石炭販売輸送 0 416,040 石炭 416,040 416,040 0
岩手開発鉄道 0 2,171,376 石炭石 2,171,376 2,171,376 0
黒部峡谷鉄道 0 25,644 金属製品 5,955 25,644 1,021
秩父鉄道 0 1,933,388 石炭石 1,770,720 1,933,388 8,036
名古屋鉄道 0 4,400 機械 4,400 4,400 378,876
大井川鐵道 0 464 分類不能 464 464 682
三岐鉄道 0 1,087,864 セメント 795,264 1,087,864 5,736
西濃鉄道 0 654,432 石炭石 654,432 654,432 0
臨海鉄道以外合計 0 6,293,608 石炭石 4,596,528 6,293,608 394,351
総合計（民鉄） 2,710,815 10,513,737 石炭石 5,327,968 13,224,552 398,295

（参考）日本貨物鉄道 21,949,793 8,765,201 石炭石 5,944,372 30,714,994 0

事業者名
コンテナ

輸送トン数
（トン）

輸送トン数
合計（トン）

輸送人員
（千人）

車扱い輸送トン数（トン）
主要輸送品目

品目 （トン）

資料：国土交通省『鉄道統計年報』

※石炭輸送専用の太平洋石炭販売輸送臨港線は 2019 年３月末をもって運休し、同年６月末で廃止された。
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鉄
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
整
備
新

幹
線
開
業
後
、
Ｊ
Ｒ
旅
客
会
社
か
ら
経
営
分

離
さ
れ
第
３
セ
ク
タ
ー
に
移
管
さ
れ
た
道
南

い
さ
り
び
鉄
道
、
青
い
森
鉄
道
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い

わ
て
銀
河
鉄
道
等
の
並
行
在
来
線
鉄
道
会
社

で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
並
行
在
来
線
鉄
道
会

社
の
線
路
を
利
用
で
き
な
け
れ
ば
全
国
輸
送

が
不
可
能
で
あ
り
、
並
行
在
来
線
鉄
道
会
社

は
貨
物
を
輸
送
し
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の

協
力
な
し
に
は
貨
物
輸
送
は
成
り
立
た
な
い
。

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
政
策
の
展
開

企
業
間
取
引
を
主
体
と
す
る
貨
物
輸
送
市

場
で
は
、
荷
主
企
業
は
経
済
原
則
に
基
づ
い

て
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
選
択
し
て
き
た
。
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
は
、
低
廉
な
運
賃
、
迅
速
性
、

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
輸
送
等
の
面
で
優
れ
、

荷
主
企
業
に
支
持
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
環
境
負
荷
、
安
全
性
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
と
い
っ
た
社
会
的
費
用
の
視
点
か

ら
み
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
鉄
道
輸
送

と
比
べ
劣
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
原
単

位
（
1
ト
ン
の
貨
物
を
1
㎞
輸
送
し
た
時
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
）
を
比
べ
る
と
、
営
業
用
ト

ラ
ッ
ク
は
鉄
道
の
11
倍
以
上
あ
る
。

労
働
集
約
型
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
産
業
で

は
、
好
景
気
が
続
き
輸
送
需
要
が
増
大
す
る

た
び
に
労
働
力
不
足
が
生
じ
た
。
高
度
成
長

期
や
バ
ブ
ル
期
に
も
運
転
者
不
足
が
問
題
と

な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
景
気
後
退
期
に
解
消

さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
在
の
労
働
力
不
足
は

少
子
高
齢
化
の
も
と
で
生
じ
て
お
り
、
物
流

危
機
と
も
呼
ば
れ
る
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

物
流
の
労
働
生
産
性
向
上
が
重
要
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
鉄
道
輸
送
が
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
け
で
は
解
消
で
き
な

い
社
会
的
費
用
や
持
続
可
能
性
と
い
っ
た
課

題
に
対
処
す
る
た
め
、
政
府
は
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
を
提
唱
し
て
き
た
。
第
２
次
石
油
危
機

後
の
１
９
８
１
年
に
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

目
的
と
し
て
運
輸
政
策
審
議
会
答
申
に
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
が
初
め
て
記
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
バ
ブ
ル
期
（
１
９
９
０
年
）
に
は
労
働

力
不
足
対
策
、
京
都
議
定
書
が
採
択
（
１
９

９
７
年
）
さ
れ
て
か
ら
は
地
球
環
境
問
題
へ

の
対
応
を
主
目
的
と
し
て
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

政
策
が
取
ら
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
物
流
分
野

の
労
働
力
不
足
が
社
会
問
題
化
す
る
な
か
、

２
０
１
５
年
の
交
通
政
策
基
本
計
画
で
は
労

働
力
不
足
対
策
も
環
境
対
策
と
並
ぶ
目
的
と

し
て
掲
げ
ら
れ
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
促
進
が

謳
わ
れ
て
い
る
。

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
政
策
の
も
と
で
、
鉄
道

貨
物
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
対
し
て
30
％
補
助

が
行
わ
れ
、
コ
ン
テ
ナ
輸
送
力
が
増
強
さ
れ

て
き
た
。
主
要
幹
線
と
な
る
東
海
道
線
、
山

陽
線
、
北
九
州

－

福
岡
間
で
輸
送
力
増
強
事

業
が
行
わ
れ
、
東
京

－

福
岡
間
で
長
編
成
コ

ン
テ
ナ
列
車
（
26
両
編
成
）
の
直
通
運
転
が

可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
他
に
も
武
蔵
野
線
・

京
葉
線
で
の
貨
物
列
車
走
行
対
応
、
門
司
貨

物
拠
点
整
備
、
隅
田
川
駅
輸
送
力
増
強
事
業

等
が
実
施
さ
れ
た
。
輸
送
力
増
強
工
事
の
完

了
に
よ
り
、
コ
ン
テ
ナ
輸
送
力
は
13
％
程
度

増
加
し
た
。
さ
ら
に
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推
進

の
た
め
の
補
助
制
度
が
設
け
ら
れ
、
荷
主
企

業
と
物
流
事
業
者
と
の
連
携
促
進
事
業
に
対

す
る
初
年
度
運
行
経
費
補
助
、
10
ト
ン
ト

ラ
ッ
ク
荷
台
と
同
等
の
31
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ

ナ
や
ト
ッ
プ
リ
フ
タ
ー
等
の
荷
役
機
器
導
入

経
費
に
対
す
る
補
助
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る

（
国
土
交
通
省
『
鉄
道
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
の
状
況
及
び
検
討
に
あ
た
っ
て
の
問
題
意

識
に
つ
い
て
』）。

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
推
進
す
る
企
業
に
対

す
る
認
定
や
表
彰
を
行
う
制
度
も
広
ま
っ
て

い
る
。
国
土
交
通
省
・
経
済
産
業
省
等
に
よ

る
グ
リ
ー
ン
物
流
優
良
事
業
者
表
彰
、
鉄
道

貨
物
協
会
に
よ
る
エ
コ
レ
ー
ル
マ
ー
ク
認

定
、
日
本
物
流
団
体
連
合
会
に
よ
る
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
優
良
事
業
者
公
表
・
表
彰
制
度
等

が
あ
り
、
多
く
の
企
業
が
参
加
、
応
募
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
鉄
道
を
一
定
割
合
以
上
利

用
し
て
い
る
商
品
や
企
業
を
認
定
す
る
エ
コ

レ
ー
ル
マ
ー
ク
認
定
商
品
数
は
、
２
０
９
品

目
、
認
定
企
業
は
92
社
に
増
加
し
て
い
る
。

岩手開発鉄道はセメント原材料の石灰石輸送を専業とする
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モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
へ
の
取
り
組
み

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
で
は
、
定
型
的
な
大
量

貨
物
を
往
復
輸
送
で
転
換
で
き
れ
ば
効
果

が
大
き
い
。
専
用
列
車
導
入
で
注
目
を
集

め
た
の
が
、
佐
川
急
便
専
用
コ
ン
テ
ナ
列

車
「
ス
ー
パ
ー
レ
ー
ル
カ
ー
ゴ
」（
２
０
０

４
年
）
で
あ
る
。
電
車
型
高
速
貨
物
列
車

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
京
貨
物
タ
ー

ミ
ナ
ル

－

大
阪
・
安
治
川
口
を
約
６
時
間
に

短
縮
し
、
宅
配
便
の
幹
線
輸
送
を
担
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
幹
線
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
と
同

等
の
31
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
を
前
提
と
す
る
宅
配

便
輸
送
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
む
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
。
同
列
車
は
16
両
編
成
で
、
31

フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
28
個
を
輸
送
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
事
例
で
は
、
集
配
距
離
が

短
い
こ
と
も
プ
ラ
ス
要
因
と
な
り
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
81
・
４
％
削
減
さ
れ
た
。

こ
の
他
31
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
を
利
用
し

た
専
用
コ
ン
テ
ナ
列
車
に
は
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
の
部
品
専
用
列
車
「
ト
ヨ
タ
・
ロ
ン
グ

パ
ス
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」（
名
古
屋
南
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル

－

盛
岡
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
２

０
０
６
年
）
や
福
山
通
運
の
専
用
コ
ン
テ
ナ

列
車
（
東
京
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

－

東
福
山

－

西
岡
山
、
２
０
１
３
年
）、
西
濃
運
輸
の
一

部
貸
切
専
用
列
車
（
大
阪
・
吹
田
貨
物
タ
ー

ミ
ナ
ル

－
郡
山
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

－

仙
台

港
、
２
０
１
８
年
）
等
が
あ
る
。
ま
た
、
専

用
列
車
を
運
行
す
る
ほ
ど
貨
物
量
が
な
い
事

業
者
向
け
に
は
、
複
数
の
利
用
運
送
事
業
者

が
共
同
利
用
す
る
「
ス
ー
パ
ー
グ
リ
ー
ン
・

シ
ャ
ト
ル
列
車
」（
東
京
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

－

安
治
川
口
、
２
０
０
６
年
）
が
運
行
さ
れ

て
い
る
。

最
近
で
は
、
純
平
日
（
火
曜
日
～
金
曜

日
）
に
幹
線
で
専
用
列
車
を
運
行
す
る
余
裕

が
な
く
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
日
に
専

用
列
車
を
運
行
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。
イ

オ
ン
は
仕
入
れ
先
の
食
品
・
日
用
品
メ
ー

カ
ー
と
協
力
し
て
、
２
０
１
４
年
末
頃
か
ら

繁
忙
期
の
日
曜
日
に
東
京

－

大
阪
間
で
専
用

列
車
を
仕
立
て
て
い
る
。
食
品
メ
ー
カ
ー

系
の
物
流
子
会
社
を
統
合
し
て
設
立
さ
れ

たF-LIN
E

は
、
２
０
１
９
年
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
前
の
日
曜
日
に
東
京

－
大
阪
で
専

用
列
車
を
仕
立
て
た
。

大
部
分
の
コ
ン
テ
ナ
は
専
用
列
車
で
は
な

く
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
定
期
列
車
で
輸
送
さ
れ
て
い

る
が
、
鉄
道
の
人
気
が
高
ま
り
幹
線
輸
送
で

は
予
約
が
と
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
比
較
的
余
裕
の
あ
る
区
間
を

利
用
し
た
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
取
り
組
み
が

目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
と
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
は
協
力
し
て
、
２

０
１
７
年
か
ら
利
用
率
の
低
い
北
陸
線
下
り

便
を
吹
田
か
ら
金
沢
ま
で
利
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
両
社
は
、
北
陸
向
け
商
品
の
生
産

工
場
を
関
西
に
移
転
し
て
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

を
行
っ
た
が
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
50
・
６
％

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

鉄
道
貨
物
輸
送
の
将
来

深
刻
な
長
距
離
運
転
者
不
足
が
追
い
風
と

な
り
、
鉄
道
貨
物
輸
送
の
人
気
が
高
ま
っ
て

い
る
。
輸
送
枠
は
実
際
上
、
満
杯
に
近
付
い

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
旅

客
会
社
の
協
力
が
な
け
れ
ば
輸
送
力
を
拡
大

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
た
め
短
期
的
に
は
、
最
近
取
り
組
み

が
増
え
て
い
る
よ
う
に
、
輸
送
力
に
余
裕
が

あ
る
区
間
や
方
面
を
活
用
し
て
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
輸

送
需
要
が
少
な
い
区
間
が
中
心
と
な
り
、
荷

主
企
業
単
独
で
は
、
定
期
的
に
鉄
道
を
利
用

す
る
の
に
十
分
な
貨
物
が
な
い
こ
と
が
多

い
。
利
用
運
送
事
業
者
に
は
、
こ
の
よ
う
な

荷
主
企
業
の
需
要
を
ま
と
め
、
鉄
道
貨
物
の

輸
送
余
力
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
役
割
が
求

め
ら
れ
る
。

運
転
者
不
足
は
、
利
用
運
送
事
業
で
も
深

刻
化
し
て
い
る
。
長
距
離
輸
送
が
多
い
鉄
道

貨
物
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
へ
の
積
載
率
を
高
め

る
た
め
、
手
積
み
手
降
ろ
し
で
貨
物
を
満
載

に
す
る
場
合
が
多
い
。
パ
レ
ッ
ト
導
入
等
に

よ
り
労
働
負
荷
を
軽
減
し
、
労
働
条
件
を
改

善
す
る
な
ど
し
て
、
集
配
運
転
者
を
確
保
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

民
鉄
の
線
路
に
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
と
接
続
し
て

い
る
区
間
も
多
く
、
特
に
臨
海
部
で
は
大
き

な
輸
送
需
要
が
あ
り
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
で
の

利
用
可
能
性
が
高
い
。
実
際
、
ト
ヨ
タ
・
ロ

ン
グ
パ
ス
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
で
は
名
古
屋
臨

海
鉄
道
、
西
濃
専
用
列
車
で
は
仙
台
臨
海
鉄

道
が
運
行
区
間
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
補

完
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

民
鉄
は
ま
た
、
石
灰
石
、
石
油
等
を
大
量

に
車
扱
い
で
輸
送
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
貨

物
は
特
性
上
鉄
道
輸
送
が
適
合
し
て
お
り
、

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
転
換
し
た
場
合
、
大
量
の

Ｃ
Ｏ
２
や
Ｎ
Ｏ
ｘ
等
が
排
出
さ
れ
交
通
安
全
等

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
鉄
道
輸

送
を
維
持
す
る
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
社
会

的
費
用
の
増
加
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
。

地
域
に
密
着
し
た
民
鉄
に
は
、
地
域
特
性

に
合
っ
た
貨
物
輸
送
需
要
の
掘
り
起
こ
し
も

期
待
さ
れ
る
。
神
奈
川
臨
海
鉄
道
は
、
南
北

に
地
形
が
細
長
い
川
崎
市
内
で
ゴ
ミ
や
焼
却

灰
を
コ
ン
テ
ナ
輸
送
し
て
い
る
。
京
福
電
気

鉄
道
で
は
、
道
路
混
雑
が
著
し
い
観
光
地
を

走
る
嵐
山
本
線
で
ヤ
マ
ト
運
輸
の
専
用
電
車

を
運
行
し
て
い
る
。
旅
客
鉄
道
の
乗
車
率
が

低
く
、
宅
配
便
の
輸
送
効
率
も
低
い
地
方
部

で
は
、
北
越
急
行
が
佐
川
急
便
、
明
知
鉄
道

が
日
本
郵
便
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
で
も
宗
谷
線
で
佐

川
急
便
と
協
力
し
、
貨
客
混
載
を
開
始
し
て

い
る
。

中
長
期
的
に
は
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
社

会
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
現

在
、
隘
路
と
な
っ
て
い
る
区
間
を
中
心
に
輸

送
力
を
増
強
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
Ｊ

Ｒ
貨
物
は
、
経
営
改
善
の
た
め
長
年
に
わ

た
っ
て
設
備
、
人
員
へ
の
投
資
を
絞
り
込
ん

で
き
た
が
、
よ
う
や
く
経
営
が
安
定
化
す
る

兆
し
が
み
え
て
き
た
。
一
方
で
な
お
も
、
輸

送
障
害
対
策
、
北
海
道
新
幹
線
高
速
化
時
の

青
函
ト
ン
ネ
ル
内
共
用
走
行
、
並
行
在
来
線

の
維
持
、
線
路
使
用
料
の
議
論
な
ど
、
多
く

の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
物

流
を
実
現
す
る
た
め
に
、
長
期
的
視
点
か
ら

の
議
論
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。


